
　平成26年3月期第2四半期決算概要

～お客様支援の実践で、地域から頼られる銀行を目指して～
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地域別預金残高構成比

46.0%

45.2%

6.7% 2.1%

地域別貸出残高構成比

35.7%

37.2%

25.3% 1.8%
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当行の営業エリア

地域別店舗構成

　　群馬県　　38店

　　埼玉県　　42店

　　東京都　　 8店

　　栃木県　　 3店

　　その他
　　　インターネット支店1店
　　　及び振込専用支店2店

地域別店舗構成

　　群馬県　　38店

　　埼玉県　　42店

　　東京都　　 8店

　　栃木県　　 3店

　　その他
　　　インターネット支店1店
　　　及び振込専用支店2店

群馬県

埼玉県

東京都 栃木県

群馬県

埼玉県

東京都 栃木県



業況判断D.I. 「良い」-「悪い（▲）」・％ポイント、（　）内は前回予測
9月 12月 2013/3月 6月

2 ▲ 10 ▲ 5 7 10 (    8) 14

4 ▲ 11 ▲ 8 11 13 (    9) 16

17 3 2 17 19 (    17) 22

▲ 20 ▲ 40 ▲ 25 ▲ 3 0 （▲ 9) 3

▲ 1 ▲ 8 ▲ 3 3 9 (    7) 13

▲ 10 ▲ 10 0 15 30 (    20) 30

卸売 ▲ 20 ▲ 20 ▲ 40 ▲ 40 ▲ 20 （▲ 20) 0

小売 0 ▲ 22 0 ▲ 14 ▲ 14 （▲ 7) ▲ 14

運輸 0 0 0 20 10 (    20) 30

情報通信 0 0 0 0 0 (    0) 0

電気・ガス 29 29 29 14 14 (    14) 14

対事業所サービス 11 ▲ 22 ▲ 11 22 33 (    11) 22

対個人サービス ▲ 20 ▲ 20 ▲ 20 0 ▲ 20 （▲ 20) ▲ 20

宿泊・飲食サービス ▲ 13 ▲ 13 ▲ 12 ▲ 13 0 (    0) 0

物品賃貸 40 40 40 40 40 (    40) 40

全国全産業 ▲ 6 ▲ 9 ▲ 8 ▲ 2 2 (    0) 3

（計表の資料出所：日本銀行前橋支店「管内の企業短期経済観測調査結果（2013年9月）」）

管内全産業

非製造業

建設

製造業

加工業種

素材業種

12月まで
（予測）（平成24年9月）

2013/9月

（平成24年12月） （平成25年3月） （平成25年6月） （平成25年9月）
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地域経済の見通し（業種別にみた業況判断Ｄ．Ｉ．の変化）

平成25年9月期における業況判断D.I.は、前回予測（平成25年6月調査）から製造業が
（11→13）、非製造業が（ 3→9）とともに「良い」超幅が拡大、先行き判断は、製造業、非製造
業、とも良化を予測、管内全産業も（ 7→10 →14）と良化を予測している。



5

地域経済の見通し（業種別・企業規模別の売上高の状況）

売上高 前年度（同期）比％

2012年度

（平成24年度） 上期 下期

<実績> <計画>

修正率 修正率 修正率

管内全産業 2.0 7.7 5.2 8.0 4.9 7.3 5.6

大企業 1.3 8.8 5.9 9.0 5.5 8.6 6.3

中堅企業 5.5 3.7 1.8 3.3 0.8 4.0 2.7

中小企業 5.2 0.0 2.2 3.2 3.7 ▲ 3.1 0.8

製造業 12.5 5.8 1.2 7.8 2.0 3.9 0.5

内需 10.7 ▲ 2.0 1.2 1.3 1.8 ▲ 5.0 0.6

輸出 15.4 17.8 1.3 17.9 2.4 17.7 0.3

大企業 14.0 6.3 1.1 8.5 1.9 4.1 0.2

中堅企業 8.2 5.5 2.8 5.7 2.4 5.3 3.2

中小企業 1.8 ▲ 0.4 0.7 2.3 3.6 ▲ 3.0 ▲ 2.2

非製造業 ▲ 7.9 9.8 10.1 8.2 8.4 11.3 11.7

大企業 ▲ 10.2 11.7 11.8 9.5 10.0 13.8 13.6

中堅企業 2.1 1.1 0.3 0.1 ▲ 1.5 2.1 2.1

中小企業 8.0 0.2 3.4 4.0 3.8 ▲ 3.1 3.1

全国全産業 0.6 2.9 0.7 2.1 0.8 3.5 0.6

（計表の資料出所：日本銀行前橋支店「管内の企業短期経済観測調査結果（2013年9月）」)

2013年度

（平成25年度）

<計画> <実績見込み>

平成25年度上期は、前年度に続き、大企業・中堅企業・中小企業ともプラスとなるも、

平成25年度下期計画では、中小企業において、製造業・非製造業ともマイナスを見込む。
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　（単位：百万円）
平成25年3月期第2四半期実績（a） 平成26年3月期第2四半期実績（b） 前年同期比（b）－（a）

業務粗利益 15,471 16,272 801
資金利益 15,148 15,354 205
役務取引等利益 669 845 175
その他業務利益 ▲ 347 73 420
  （うち国債等債券損益（5勘定尻）） ▲ 390 11 402

経費 10,627 10,729 102
うち人件費 6,213 6,244 30
うち物件費 3,797 3,883 86

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  Ａ 4,843 5,542 699
5,234 5,531 296

一般貸倒引当金繰入額           Ｂ ー ー ー
業務純益                   Ａ－Ｂ 4,843 5,542 699

▲0 ▲ 10 ▲ 10
1,376 987 ▲ 388

474 829 354
1,236 725 ▲ 510

70 247 177
5,248 6,347 1,098

▲ 3 ▲ 330 ▲ 326
法人税・住民税及び事業税 1,220 2,167 947

▲ 8 ▲ 16 ▲ 7
4,033 3,866 ▲ 167

76 262 185
＊注1 不良債権処理額は、貸出金償却、個別貸倒引当金繰入額、偶発損失引当金繰入額、貸出債権売却損などです。

＊注2 信用コストは、一般貸倒引当金繰入額、不良債権処理額、貸倒引当金取崩額、偶発損失引当金取崩額の合計です。

中間純利益

償却債権取立益
貸倒引当金戻入益

信用コスト 注2

経常利益
特別損益

法人税等調整額

コア業務純益

株式等関係損益
不良債権処理額（▲）  注1

その他臨時損益

平成26年3月期第2四半期決算概要（単体）

　コア業務純益、経常利益は、いずれも過去最高益を更新いたしました。
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21年9月22年9月23年9月24年9月
資金利益 128 141 151 151
役務取引 7 8 6 6

153151151

141

8
6

8

6

80

100
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140

160

180

22年9月 23年9月 24年9月 25年9月

資金利益 役務取引等利益

（億円）

収益の状況①
～資金利益・役務取引等利益～

資金利益は、貸出金が順調に増加したことにより増加しました。また、役務取引等利益も、

投資信託等の預かり資産が増加したことにより増加しました。
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22年9月 23年9月 24年9月 25年9月

コア業務純益 中間純利益

収益の状況②
～コア業務純益・中間純利益～

本業の収益力を示すコア業務純益は、資金利益が増加したことに加え、役務取引等の

利益が増加したことから、中間期として過去最高益の55億円となりました。

中間純利益は、ほぼ前年並みの38億円となり、高水準の利益を計上しています。
（億円）
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経費とＯＨＲの状況

60 60 62 62
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90

100

人件費 物件費 税金 OHR

％

％ ％

経費は、物件費を中心に一層の削減に努めた結果、前年同期から改善が図れました。

ＯＨＲ（業務粗利益経費率）は、65.93％となりました。
（％）（億円）

％
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不良債権の状況

地域金融機関として、円滑な資金供給や経営改善支援等に積極的に取り組んだ

結果、金融再生法開示債権比率は着実に減少し、改善しております。
（％）

％
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有価証券残高推移

2,270
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国債 地方債 社債 株式 その他

有価証券の状況

（億円）

有価証券運用の継続的な見直しによる適切なポートフォリオの構築に努めた結果、

有価証券利回りは若干低下したものの堅調に推移し、利息配当金が増加いたしました。

21年3月22年3月23年3月24年3月
有価証券利 42 51 68 77
有価証券利 0.91 1.12 1.52 1.65

利息配当金と利回り推移
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自己資本比率の状況

自己資本比率は、前年同期比0.35ポイント上昇し10.05％となりました。TierⅠ比率も

前年同期比0.44ポイント上昇し9.31％となりました。
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預金の状況

預金は、法人・個人ともに順調に増加し、期末残高は、前年同期比493億円増加の

1兆7,712億円となりました。

493億円の

増加



14

預かり資産の状況

投資信託は、お客様のニーズにあった商品の提供により159億円の販売を行い、

純資産残高は前年同期比73億円増加し859億円となりました。

一方、生命保険は20億円、公共債も10億円の販売・募集を行いました。

預かり資産残高推移
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貸出金の状況①
～総貸出金～

貸出金は、地域中小企業等への円滑な資金供給に努めた結果、期末残高は前年同期
比291億円増加の1兆2,888億円となりました。

291億円の

増加



※中小企業貸出とは、銀行法施行規則第19条の2第1項3号ハに規定する別表第一における中小企業から個人事業者以外の個人を除いた先に対する貸出で

かつ次の貸出を除外しております。政府出資主要法人向け貸出及び特殊法人向け貸出、土地開発公社向け貸出等、大企業が保有するSPC向け貸出、当行

関連会社向け貸出、その他金融機能強化法の趣旨に反するような貸出

中小企業貸出残高推移
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貸出金の状況②
～中小企業貸出～

地域中小企業等への円滑な資金供給に努めた結果、中小企業貸出は、順調に

推移し、前年同期比188億円の増加となりました。

188億円の

増加
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事業性貸出先の状況

事業性貸出先数は、前年同期比761先増加の12,244先となりました。

761先の

増加
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平成25年3月期業種別貸出状況 （単位：百万円、％） 平成25年9月期業種別貸出状況 （単位：百万円、％）

製造業 163,267 12.76 製造業 165,595 12.85

農業・林業 1,054 0.08 農業・林業 1,069 0.08

漁業 128 0.01 漁業 119 0.01

鉱業・採石業・砂利採取業 94 0.01 鉱業・採石業・砂利採取業 88 0.01

建設業 75,215 5.88 建設業 77,219 5.99

電気・ガス・熱供給・水道業 1,575 0.12 電気・ガス・熱供給・水道業 1,419 0.11

情報通信業 4,179 0.33 情報通信業 4,155 0.32

運輸業・郵便業 32,208 2.52 運輸業・郵便業 31,821 2.47

卸売・小売業 100,100 7.82 卸売・小売業 90,412 7.02

金融・保険業 53,270 4.16 金融・保険業 59,730 4.63

不動産業・物品賃貸業 193,792 15.15 不動産業・物品賃貸業 187,847 14.58

各種サービス 143,919 11.25 各種サービス 144,798 11.23

地方公共団体 142,226 11.12 地方公共団体 156,877 12.17

その他 368,277 28.79 その他 367,695 28.53

合計 1,279,311 100.00 合計 1,288,848 100.00

※その他は、住宅ローン・消費者ローンを含みます。

平成25年9月末残高 構成比業種 平成25年3月末残高 構成比 業種

業種別貸出金の状況

貸出金は、多様な業種にバランス良く分散しております。
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～地域密着型金融の推進によるお客様支援の実践～

（平成24年度、25年度、26年度・・経営強化期間）

業務運営体制（チャネル）に関する戦略

経費の削減

効率化戦略

コンプライアンス態勢・リスク管理態勢の強化
－「ノーブレスオブリージ」の徹底　－

プランフェニックスⅢ概要

～地域から頼られる銀行を目指して～

１．地域密着型金融の推進によるお客様支援の実践に向けた活動強化

　（１）お客様支援活動…お客様に対する本業支援の全行的、継続的な

　　①TOWAお客様応援活動                                         　　取組み
　　②成長分野支援活動

　　③事業承継・相続等相談支援活動

　　④海外進出等支援活動

　　⑤知的財産等支援活動

　（２）コンサルティング機能の発揮

２．営業店サポート体制の強化

　・業務企画機能の強化、融資審査体制の強化

１．人的資源の効率的活用
　・適正を見極めつつ最適な人員配置

　・女性の渉外業務登用

２．効率的な営業経費の検討

　・労働時間の効率的配分や適正配置による生産性向上

　・物件費等の厳格な管理による経費の適正な分配

１．リスク管理体制の強化

　・リスク管理強化検討委員会による実効性のある管理

　　態勢の構築

　・統合的リスク管理の強化

２．業務執行及び監査・監督体制の強化

　・外部評価委員会による評価

　・社外取締役により取締役会における意思決定プロセス
　　の透明性確保

　・役付役員経験者や社外の第三者の監査役選任

３．法令等遵守態勢の強化

　・コンプライアンス実践計画でのＰＤＣＡサイクルの実践

　・反社取引対策委員会の運営態勢の強化

・顧客保護等管理態勢の更なる充実

・地域密着型金融
　の推進
・経営基盤の強化

１．顧客ニーズに基づく預金戦略

　・法人総合取引の推進とお客様ニーズに即した商品販売

２．コンサルティング機能の発揮による貸出戦略

　・取引先企業の本業支援への積極的な取組みによる

　　中小企業貸出の推進
３．安定的な資金収益確保に向けた有価証券運用戦略

　・収益性と流動性確保を両立させるポートフォリオ運営

４．顧客ニーズに基づく預かり資産戦略とアフターフォローの

　　充実

　・預かり資産商品のラインナップの充実とアフターフォロー

　　体制の充実

預金、貸出、有価証券運用及び預かり資産
（バランスシート等）に関する戦略

責任ある経営体制の確立
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お客様支援活動の概要について

当行は、ＴＯＷAお客様応援活動をはじめとして、成長分野支援活動、事業承継・相続等

相談支援活動、海外進出等支援活動、知的財産等支援活動等、お客様の本業支援を

実践する活動に取り組んでおります。

当行のリレーションシップバンキング

事業承継・相続等相談支援活動

ＴＯＷＡお客様応援活動

成長分野支援活動

海外進出支援活動 知的財産等支援活動


